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ホスホロチオアートヌクレオチド
合成用硫黄転移試薬

 

  

B31251)、B36232)、X00013-5)およびD59206)はホスホロアミダイト法におけるホスホロチオ
アートヌクレオチドの合成に広く用いられています。
特に、X0001とD5920は反応時に酸化性物質、二硫化炭素およびシアナミドが副生しないと
いう優れた特徴をもっています。 また、DNA/RNA自動合成機ではX0001の溶液が用いられて
おり、0.02Mのアセトニトリル /ピリジン (9:1)溶液 3)や0.20Mのピリジン溶液 5)などの使用例
が報告されています。D5920はX0001のアミノ基をdmf基で保護したもので、溶液状態でも
X0001に比べて安定であるとされています。
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利用例

特長 • ホスホロアミダイト法に適した高純度品
• X0001は100kgスケールで提供可能

TCI オリゴヌクレオチド合成上記以外のオリゴヌクレオチド合成試薬についても取り揃えています。各製品の詳細はＴＣＩのウェブサイトで 
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Sulfurization


